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家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。

学校と家庭の共通理解・共通行動
牧小学校では、毎月、養護教諭が朝の時間を使っ

て子どもたちが規則正しい生活ができるように働き
かけています。９月は右のワークシートを使って
「ただしいしせいをみにつけよう。」をテーマに行
いました。家庭教育学級長さんも、児童の姿勢が
しっかりしていないことが気にされ、体幹をテーマ
にした家庭教育学級を企画されたそうです。
正しい姿勢の基となる「体幹」を鍛えることで、

猫背や肩こりの改善だけでなく、あらゆるスポーツ
の上達のもととなり、集中力、持久力がアップする
ことが期待されます。
今回の「体幹トレーニング」は、椅子さえあれば

できるように工夫されており、家庭でも続けて取り
組める内容となっていました。

講話の後、1・２年生の児童が合流し、保護者と体幹を
鍛えるアイソメトリックトレーニングを行いました。
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今回は安全に筋力をつけるアイソ
メトリックを中心に行いました。

お互いに向き合って、小さなボールを
両足で挟み、相手に渡す運動は意外と難
しく、思わず声が上がってしまいます。
ゲーム的要素もあり、親子ともども、真
剣かつ楽しい雰囲気で取り組みました。
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「抱っこをせがむ。」「お母さんのそば
を離れない。」のは、子どもの靴のサイ
ズが合っていないのかもしれません。

夏休みの思い出を飾る
川並幼稚園では、親子制作を行っています。昨年度はオカ

リナを制作して、親子で楽しみました。今年は、PTAで話し
合い、おととし好評だったフォトフレームづくりを行いまし
た。夏休み前にアクリル製のフォトフレームを配り、夏休み
の思い出の写真を中に入れます。
楽しそうな写真の回りには、きれいな石や写真にちなんだ

シールなど、個性あふれるフォトフレームが完成し、運動会
の時に展示をしました。

「『話そう！語ろう！わが家の約束』運動」の案
内文には、県の「家庭教育について学ぶ動画」を利
用していただきました。二次元コードを読み取ると、
運動の進め方、約束の決め方等の説明動画を見るこ
とができます。

こんなこともやってます！

夏休み同時開催親子仲良しハグ週間 「話そう！語ろう！
わが家の約束」運動

いっぱいハグして良かったです。

まいにち
いっぱい
たべた。

まいにち３しょ
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てなつやすみも
げんきいっぱい
すごせたね

ファーストシューズはどんなものが
よいでしょうか？

偏平足に合うのはどんな靴ですか？

子どもの靴の中には、靴としての機能が
まったくなく、ただ靴の形をしているも
のがあります。

足の成長段階からみて機能的な靴を購入
し、よい履き方をすることが大事です。

お下がりの靴はいいのでしょうか？

四園の保護者会会長が研修を企画
神戸町の神戸幼児園、下宮幼児園、南平野幼児園、北幼児園合同の研修

会です。毎年、保護者会会長がSNSで連絡をとり合い、講師の選定や開催
の仕方を話し合い、輪番で案内文の作成やアンケートのまとめを行います。
コロナ禍前は、講師が４つの園を順番に周っていました。今回は、都合の
よい時に見られる動画配信による講話にしました。動画は2本立てで、講
話動画とあらかじめ保護者の皆さんからの質問に答える動画を作成されて
いました。

安くて良い靴はないのでしょうか？

講師
子どもの足と靴の専門店 フラミンゴフット代表
プロフェッショナルフットケアセラピスト
爪療法士
（一社）フットヘルパー協会認定岐阜校代表

栗田 瑞恵 様

〈保護者アンケートより〉
• 靴が小さくなったら大きなものに
替えるだけだったのですが、動画
で学んだ足にフィットしていて固
定されているものを選ぶようにし
たいと思いました。

• 小さいうちはまだ骨も未完成で、
発達に重要な時期だということを
初めて知りました。

• 子どもの足はやわらかく、靴に
よってトラブルが起きやすいこと、
子どもの足をしっかり見て気をつ
けないといけないことを改めて学
びました。この動画で初めて知っ
たことがたくさんあり、とてもよ
い機会になりました。ありがとう
ございました。

• 「１３歳で骨格が完成して、その
足で生涯歩く」というところがと
ても印象に残りました。「６歳ま
でに足の裏の刺激が大事」という
のも初めて知りました。

【講師と保護者会会長
の質疑応答動画】

子どもの足の形はその子によって違いま
す。子どもは骨が柔らかいので変形しや
すいです。



材料は、すべて百円ショップで購入しました。

いつも楽しそうにゲームをして、決められた時
間を守れないこともあるので、なぜだろうと思
い、体験してみました。やってみたら、難しく、
何度もやりたいと思う気持ちがわかりました。

ショートムービーの作成や編集をする力がつい
ていることに気づき、すごいなと思いました。

ぼくは「ごはんだよ。」といわわれていくだけ
だけど、お母さんはいつも買い出し、ごはんづ
くりをしてたいへんだなと思いました。

そうじをいつもしているお母さんは大変だと思
いました。

子どもの成長を残す
「姉が年中の時に作ったものもあり、『同じ５歳でも大き
さが違うねー。お姉ちゃんの手、こんなに小さかったんだ
ね。』と成長を感じることができました。」
０歳児から５歳児まで、全保護者対象の家庭教育学級です。
紙粘土と飾り用のビーズ、ネームプレートを各家庭に配付

して、子どもの手形か足型を選んでおうちで作りました。紙
粘土を買い足して、家族全員の分を作ったご家庭もありまし
た。小さなお子さんにとっては、初めての紙粘土の感触で
びっくりする子もいたようですが、楽しく思い出に残る作品
を作ることができました。日に日に大きくなる子どもの一瞬
を残しておけるなんて素敵です。

普段、紙粘土を使って遊ばないので、大喜びしなが
ら、「ペタしていい？」と楽しそうにしてくれまし
た！飾りつけも「かわいいー。」と言いながら、楽
しくできました。パパにも「すごーい。」と言われ、
うれしそうでした。

粘土の感触が珍しいからか、楽しんでいました。飾
り付けは姉と一緒にやっていました。

さわりたい、食べたいで大変大変 でも、すごく
興味しんしんで、ビーズを一生けんめい取ろうと
したり、粘土にさわったりしてうれしそうでした。

思いっきり紙粘土に手を押しつけ、とても大きな手
形がつきました。成長を感じ、今の大きさの手形が
残り、よい思い出づくりができました。

「手と足、どっちやるー？」と聞くと、「どっち
も!!」となったので、粘土を買い足し、両手・両足
ともやりました。粘土が好きなので、型が付くたび
に、「見て、ぼく、手足大きくなった。」と自分の
成長にも気付けました。

互いの立場を体験して思うこと

夏休みに親子の立場を逆転する内容・日にち・
時間を決めます。子どもは、掃除・洗濯・食事の
用意や片付けなどを受け持ちます。おうちの人は、
そのときにこどもが普段している生活を体験しま
す。子どもが夢中になっていること、ゲーム、勉
強などです。
本番までに練習をする時間を取り、うまくでき

る方法やコツを教え合います。そして、計画に
沿って逆転体験をして、最後に振り返ります。
この体験を通して、お互いの思いや大変さを体

験し、親子の信頼関係をさらに深めました。



バラエティー豊かな
家庭教育学級を開催
しています。

第１回 マイフォトフレームを作ろう（住）「体験活動参加型」
第２回 自然な色はどんな色？ （衣）「体験活動参加型」
第３回 おにぎりの中身は何？ （食）「在宅取組型」

第１回 マイフォトフレームを作ろう
令和６年５月２５日（土）

１０：００～１１：００
「体験活動参加型」
第1回の開講式では、講師の方にフレームの周りには、安井小学校に

関係のあるパーツを作っていただき、フォトフレームの周りを飾りま
した。このフォトフレームには、これから始まる１年間の思い出の写
真を入れていきます。

自分で選んだ木の型
に布をかぶせて輪ゴム
でしばり、草木染めの
液に浸しました。
すると、その木の形

に染め上がりました。

第２回 自然な色はどんな色？
令和６年６月３０日（日）

１０：００～１１：００

「体験活動参加型」
家庭教育学級が終わってからも親子で遊

んでいけるように、休日に大垣市かみいし
づ緑の村公園の中にあるシルクの里工房で
行いました。

ハッピースマイル
～家族でパ『和』ーチャージ～
たくさんのご家庭で笑顔が増えるように

【成人教育委員長さんの言葉】
昨年度、成人教育委員になり、とても楽しい家庭教育学級をやってみ

えることを知りました。副委員長を務めながら、１年間、自分だったら
こうしたいというイメージを育ててきました。
こんな楽しいことをやっているということを多くの保護者に知ってほ

しいと思います。
参加して楽しかったら、来年も引き継いでいただけるとうれしいです。

講師の方の説明を聞いた後、み
んな草木染めに没頭して、オリジ
ナルの作品を仕上げ、満足そうで
した。

シルクの里工房



第３回 おにぎりの中身は何？
令和６年９月１２日（木）～１６日（月）

「在宅取組型」
最初に、おうちでよく作るおにぎりについて話をします。「みんな

が好きな具は何かな。」「家では当たり前でも珍しいと思われる具は
あるかな。」など、自由に話し合います。
そして、丸い用紙におにぎりを描き、四角い用紙には、おにぎりを

作る時のワンポイントや、他の保護者にも教えたいアドバイス等を記
入します。
保護者の皆さんから出された用紙は、成人教育委員会で学年ごとに

まとめられ、運動会の開催の日にあわせて掲示されました。

おにぎり自慢
かわいらしいメッセージカードには、それぞれのおうちで人気のおにぎりレシ

ピ、節約レシピの他、握り方のコツなど、おにぎりをおいしく食べるアドバイス
がいっぱいです。
「ごはんを炊くときにあらかじめ塩で味をつける」
「握ったおにぎりを冷凍して、いつでも食べられるようにする」
「１００円ショップのコロコロおにぎりを作る道具は子どもが喜ぶ。」
「ラップで握ると、ハートや星形などいろいろな形のおにぎりが作りやすい。」
「直接手のひらに塩と水をつけて、炊き立てのご飯をにぎるのがおいしい。」
おにぎりはお弁当の定番でも、和食ブームにより海外でも人気があります。身

近なものだからこそ、それぞれの家庭でのこだわりがおもしろいですね。

先生も参加して
いただきました。

メッセージ付きの
おにぎり、気持ち
が伝わりますね。

安井小学校では、運動会前の学年総練習を授業参観としています。それに合わせて、
成人教育委員会の皆さんが運動場のネットを利用して掲示をしました。



輪之内町商工会女性部
岐阜県では、家庭の教育力の向上と地

域社会全体での子育ての推進を目的に、企業
や事業所と連携しながら、子育て中の親だけ
でなく、これから親になる従業員、子育てが
一段落した従業員、管理職など幅広い層への
家庭教育研修会を開催しています。
このたび、輪之内町商工会女性部様からオ

ファーをいただきました。以前からアンガー
マネジメントの研修を行いたいとの要望があ
り、今回、近隣の商工会女性部の皆様にも声
をかけて研修を開催しました。

【主催者様の声】
ワークシートを使い、生活の中で怒り

と上手に向き合うことを学ぶことができ、
今後意識して行動できます。とても勉強
になり、企業でも研修をしたいとの声を
いただきました。

みなさんの職場でも研修してみません
か。何人でも、どの時間帯でも、無料で
開催できます。
西濃県事務所にお電話ください。
℡0584-73-1111 内線212

【アンケート結果】

日 時 ： 令和６年９月１８日（水）
１３：３０～１５：００

対 象 ： 近隣商工会女性部
テーマ ： アンガーマネジメント

～怒りと上手に付き合うために～
講 師 ： NPO法人あゆみだした女性

と子どもの会
理事長 廣瀬 直美 様

企業内家庭教育研修

たいへん良い おおむね良い あまり良くない 良くない

72% 28% 0% 0%

企業で家庭教育についての研修を実施することについてどう思いますか。

必要である
どちらかというと

必要である
あまり必要はない 必要ない

31% 50% 19% 0%

本日の研修テーマと内容についてどう思いますか。

【講話概要】
• 「アンガーマネジメント」とは、怒らないようにすることではなく、
怒る必要のあることは上手に怒り、怒る必要のないことは怒らない
ようにする心理トレーニングである。

• 怒りの正体は、外ではなく内にある。現実と理想のギャップで、
「〇〇はこうあるべき」という心の中にある価値観が怒らせている
のである。「傷付いた」「悲しい」などの一次感情があふれること
で怒りがわく。
「衝動のコントロール（６秒待つ）」

• 理性が働き出すまでの６秒間を、衝動的な行動が出ないように深呼
吸したり、その場から離れたりしながらやり過ごす。
「思考のコントロール（三重丸でゾーン分け）」

• 怒りが「許せるゾーン」「まあ許せるゾーン」「許せないゾーン」
のどこに入るか仕分けをする。

• 「まあ許せるゾーン」を広げる努力をする。「許せないゾーン」な
らば、次の行動を考える。
「行動のコントロール（自分でコントロールできるかできないかの
分かれ道）」

• 「自分で変えられないこと、コントロールが不可能なこと」ならば、
受け入れるか、放っておくしかない。

• 「自分の行動によって変えられるコントロールが可能なこと」なら
ば、どう変われば気が済むのか考える。

【参加者の感想】
• 「怒りが出たら、６秒待つ。」勉強になりました。これから活用し

たいです。
• 怒りがわくのは、自分の解釈次第なので、いろいろ角度から物事を

見てみることが大事だと分かりました。
• いろいろな気づきをもらいました。怒ることは時に必要ですが、

「マイルール」「～すべき」が強い時もあるなあと反省しました。
• 気持ちのもちようで怒りも静まるように、これから気持ちを切りか

えるように努力します。
• わかりやすくてよかったです。もっと若い子育て時代に聞きたかっ

たです。
• 怒りは万人がもつものなので、その対処法は人間関係を良好に保つ

ために必要です。
• 男性にもぜひ聞いてほしい内容です。
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